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１．１ NITEの紹介

NITEは、「独立行政法人製品評価技術基
盤機構法」に基づき、経済産業省のもとに
設置されている行政執行法人です。

現在、製品安全分野、化学物質管理分野、
バイオテクノロジー分野、適合性認定分野、
国際評価技術分野の5つの分野において、
経済産業省など関係省庁と密接な連携のも
と、各種法令や政策における技術的な評価
や審査などを実施し、わが国の産業を支え
ています。

また、それらの業務を通じてNITEに蓄積
された知見やデータなどを広く産業界や国
民の皆様に提供するとともに、諸外国との
連携強化や国際的なルールづくりなどに取
り組み、イノベーションの促進や世界レベ
ルでの安全な社会の実現に貢献しています。

■NITEの事業案内

https://www.nite.go.jp/

電力安全センター



１．２ 電力安全センターの紹介
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経済産業省からの依頼を受けて、事故対応行政での諸課題等を踏まえた業務
から開始し、立入検査や保安に係る業務を順次拡充中。



２．１ 詳報データベースの構築
事故からより多くの教訓等を得るには、個々の事故で分析が深まり、その情報が蓄積・適切に水平

展開されることが重要です。NITEでは経済産業省と連携し、電気工作物での事故に関する情報シス

テム「詳報データベース」の構築・運用を行っています。
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２．２ 詳報作成支援システムの入力方法

電気事故発生の事業者は、経済産業省に事故報告書（詳報）を提出する。
事故の種類によって記載すべき内容が変わるほか、項目も多岐に渡るため 、一から作成するには大変
な手間と時間がかかる。

「詳報作成支援システム」を利用すると、指示に従って記載項目を入力していけば、完成度の高い詳
報を作成することが可能。
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詳報作成支援システムを使って頂くメリット

詳報作成支援システムは、Webブラウザーから使用開始なWebアプリ
ケーションで、ソフトウェアのダウンロードやインストールが不要です。



２．２ 詳報作成支援システムの入力方法
■詳報作成支援システムの利用は、NITE→ 国

際評価技術→「電気保安技術支援業務・スマー

ト保安」のメニュー一覧にある「詳報作成支援

システム」からアクセス
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■詳報作成支援システム入力の流れ



２．２ 詳報作成支援システムの入力方法
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利用上の注意点
1.詳報作成支援システムは以下のWebブラウザーに対応しています。

1. Microsoft Edge
2. Google Chrome

2.システムはデータをサーバー上に残さない運用としております。そのため、作業終了時
に入力の保存（XMLファイルの取得）を必ず行うようにお願いいたします。（PDFファイ
ルのみでは作業途中からの再開ができませんのでご注意ください。）



２．２ 詳報作成支援システムの入力方法
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２．２ 詳報作成支援システムの入力方法
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３．１ スマート保安のアクションプランの策定
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３．２ スマート保安プロモーション委員会の位置づけ
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３．３ スマート保安プロモーション委員会第一号案件
（１）概要 「受変電設備の監視装置導入及び点検方法の工夫による無停電年次点検の実施」
■ 申請内容

2021年8月新規竣工の特別高圧受電設備に、スマート保安技術を導入(絶縁状況を常時監視及び点検
方法の工夫等)することによって、年次停電点検周期を1年に1回から3年に1回に周期変更する。

■ 対象設備の概要
・ オフィス、店舗、駐車場、交通広場、広場状デッキ等の複合施設
・ 都区内スマートシティーエリア内に位置し、建物オペレーティングシステムを装備

■ 導入するスマート保安技術と点検方法の工夫
・ Voセンサーによる絶縁状態の常時監視を実施しつつ、補助として超音波センサーに
よる絶縁劣化現象（部分放電音の検出）及び温度センサーによるコンデンサー・リア
クトルの外箱温度を常時監視し、軽微な異常を素早くキャッチ
・ 無停電点検時は、熱画像診断(サーモグラフィー)による接続状態及び過熱箇所の
確認及びデジタル測定器(Iorクランプリーカー)による低圧絶縁抵抗の測定を実施す
ることで従来から停電点検で行ってきた内容を代替実施。



３．３ スマート保安プロモーション委員会第一号案件
（２）本技術導入による成果
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■ 設置者のメリット
① 電路の絶縁状態を24時間365日常時監視することによる予防保全が可能となり保安力が向上
② 停電点検による営業停止日の減少や停電後の復帰・確認作業が減少して施設の運用、利便
性が向上

■ 保安管理事業者のメリット
① 停電点検に係る事前準備・復旧作業の要員が2年間は不要となり、休日・深夜作業の減少に
伴う要員確保及び労働環境が改善

② スマート保安技術が評価され、他設備への販売拡大
③ 当該スマート保安技術を導入した需要設備は、無停電点検を記載した保安規程に変更する際、
産業保安監督部の技術審査が簡素化されて手続き期間が短縮

■ 産業保安監督部のメリット
① プロモーション委員会を通じてカタログ化された保安技術については、既に技術的妥当性は評価されているた
め、監督部での技術的妥当性の確認作業を簡素化できる

■ 社会的な意義
① 特別高圧受変電設備(需要設備)においてスマート保安技術導入による無停電年次点検の導
入に係る「取組み」が例示されたことにより、類似案件によるスマート保安技術の導入促進に寄与

※スマート保安官民協議会第４回電力安全部会資料より抜粋



最後に NITEにおける電気保安技術支援の取組みをHPで紹介！

15

スマート保安の詳細
詳報作成支援システム、公表システム
・詳報作成支援システムの解説動画リンク
・詳報作成支援システムの入力マニュアル
立入検査、事故実機調査等
問い合わせ先


